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コロナウイルス感染症予防対策 共通理解と共通実践事項

～子供と職員の命と健康を守るために～ 乗り越えた先に光あり

※うがい・歯磨き・フッ化物については、しばらくの間中止する。

※放課後、アルコール消毒を各学年部（７年部含む）で行う。方法については、７年

部を加えた各学年部で話し合う。

【登校時】

①原則マスク着用。しかし、熱中症の心配がある場合は、マスクを外す。

②人との距離（１ｍ以上）を保って登校する。

③替えのマスクを常時準備しておく。

【登校後】

※児童玄関で検温 手指消毒【７年部で対応】【担任は教室見守り】

①手洗いを行い、必要に応じてアルコール消毒をする。（※がない場合）

②自分の教室以外には行かない。

③窓を全開にする。

④友達と抱き合ったり、大きな声を出さない。

⑤自分の席で読書、お絵かき等をする。

【朝の会】

①朝の歌や詩の音読は、しばらくやめる。

②健康観察をていねいに行う。

※学校で体調不良となった場合は、我慢せず先生にすぐ知らせる。

→基本的に家庭連絡し、早退させる。

③担任の先生は、終日、児童の健康状態に注意を払う。

【授業中】

①原則、長時間での人との交流（ペア、グループ）を避ける。

②全体交流は、机を前に向けたままで行う。

③机の配置は、一人一人独立させ、ジグザグの形をとる。

④号令については、日直だけ声出しし、全体では一礼のみ。

⑤教室の窓は、暑いとき、寒いときは１０ｃｍを開ける。暑さがない場合は全開。

⑥廊下、中央廊下、階段踊り場、全ての窓を全開にする。

※担当場所と担当者を決める。鍵閉めまで担当者がする。
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【休み時間】

①必要なときにしか廊下に出ない。基本、自分の机で静かに過ごす。

②トイレ、廊下に滞留しない。

③２校時後の休み時間（午前中に１回）、給食前、掃除後には必ず手洗いをする。

④友達と抱き合ったり、じゃれ合ったりしない。

【昼休み】

①９月第１週までは、外で遊ばない。昼休みを２０分間に短縮する。

【給食前と後】

①準備は無言準備を徹底する。

②手洗い場が密にならないように担任が把握する。

③当番の衛生管理（手洗い、つめ、エプロン、消毒等）

④無言給食

⑤食べ上げた児童から片付け マスク着用

⑥片付けも歯磨きも終わった児童は、静かに自分の席で読書等

⑦つぎ終わった後の量の調整とおかわりは、担任が行う。

【掃除】

①無言掃除

②掃除後、手洗い。必要に応じてアルコール消毒。水道場に滞留しない。

【帰りの会】

①歌はしばらく行わない。

②しばらくは、３分以内で終わるショートバージョンで行う。

【下校】

①あいさつ（当番号令、一礼のみ）。終了後、速やかに下校する。廊下に滞留しない。

※１年生は、プレイルームに全員行かない。

１組と２組は教室。３組はプレイルーム 地区ごとに下校

②原則マスク着用。熱中症の心配がある場合は、外す。

【放課後】

①公共の物（水道、トイレ等）のアルコール消毒

※学年部（７年部も含む学年部）で毎日児童下校後、消毒をする。


